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P3-18 臭化物イオンを添加した熱処理に於ける土壌中 Csの挙動 

佐藤州，福谷哲，池上麻衣子，米田稔，島田洋子（京都大学） 

１．はじめに 

除染に伴い発生した汚染土壌を減容化する一つの手段として，添加剤を加えた熱処理により Cs を揮発除去

する方法が考えられる。これまでに塩化物を添加剤とする塩化揮発法については多く報告されているが，塩化

物以外を添加剤とした場合の報告はあまり見られない。本研究では塩素と同じハロゲンである臭素に着目し，

安定同位体 133Csを吸着させた模擬汚染土壌に CaCl2，KBrを添加した試料を熱処理し，Cs揮発率を比較した。

２．熱処理実験 

 本研究では，模擬汚染土壌として安定 Csを吸着させた粒径 2mm以下の土壌（Cs濃度：35.3µg/g）を用いた。

熱処理温度は 1000℃，1300℃の 2 段階とした。1300℃の熱処理では，高温により土壌がガラス固化するのを

防ぐため，本間 et al.1) の方法と同様にCs吸着土壌 1gに対し乳鉢で粉末状にすり潰したCaO1.17gを混合した。

これに CaCl2 0.5M（Cl- 1M），KBr 1M（Br- 1M）を採取時と同じ含水比（122%）となるよう 1.22mL添加した

試料を，それぞれ管状炉で 600℃から昇温し 1300℃で 1時間熱処理した。また添加剤を加えない対照試料とし

て，超純水 1.22mL を添加した試料も同様に熱処理した。1000℃の熱処理では，Cs吸着土壌 3gに対し CaCl2

0.5M，KBr 1M を 3.66mL 添加した試料をそれぞれマッフル炉で室温から昇温し 1000℃で 1 時間熱処理した。

また対照試料として超純水 3.66mLを添加した試料も同様に熱処理した。熱処理前及び熱処理後の各試料の質

量を測定し，熱処理後の各試料 0.2gに 36%塩酸 3mL，70%硝酸 3mL，42%ほうフッ化水素酸 4mLを加えマイ

クロウェーブ試料分解装置で分解し，ICP-MSで Csを定量した。揮発率は熱処理前後の試料中 Cs量の差を熱

処理前の試料中 Cs量で除して算出した。

３．実験結果及び結論 

 結果を図-1 に示す。KBr を添加し 1300℃

で熱処理した試料は，添加剤なしの試料より

も Cs 揮発率が高くなり，CaCl2 を添加した

試料と同程度の Cs揮発率となった。これよ

り，KBrを添加し熱処理した場合，CaCl2を

添加した場合と同様に Cs除去効果を向上さ

せる効果があることが示された。また，

1000℃の熱処理では，添加剤を加えていない

試料及び CaCl2を添加した試料は Cs が殆ど

揮発しなかったのに対し，KBr を添加した試

料は Csが 50%程度揮発した。KBrを添加した

試料は 700～900℃でも熱処理を行った。結果

を図-2に示す。これより，900℃の熱処理でも

Csが 50%程度揮発することがわかった。以上

より，KBr を添加した熱処理によって，従来

の焼成法より低温（900℃）で比較的高い Cs

揮発率を得られる可能性が示された。 
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図- 1 各条件での熱処理による Cs揮発率 

図- 2 KBrを添加した熱処理による Cs揮発率 
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